
（別紙１）

H30 R1 R2 R3 R4 R5

雪郷おかざわ地域づく
り協議会

● ●
●
■

（株）スタジオジャパホ ★ ◆

北陸 新潟県 佐渡市
佐渡地区農山漁村体
験推進協議会

● ●
●
■
▽

△ Ｃ

  令和元年度〜２年度に決定していたインバウンド修学旅行の受け入れや首都圏高等学
校の受け入れはコロナ禍で白紙となってしまっているが、引き続き商談会や学校へのアプ
ローチを続けている。並行して、令和２年度から検討を始めている社会人向けプログラムの
磨き上げを行い、幅広い世代に農山漁村の魅力を発信するとしているが、目標に対して実
績が大幅に下回ったため、低調と評価する。

北陸 富山県 富山市
山田地域都市農村交
流協議会

●
▼

●
▲

●
■
▽

△ Ｃ

  研修会等や郷土・伝承料理講座を通じた食メニュー開発等に取り組む一方でコロナ禍に
より、計画どおりの取り組みができていない。計画通りに実施できなかった取り組みについ
ては、今後も実施するとしているが、目標に対して実績が大幅に下回ったことから、低調と
評価する。

北陸 富山県 南砺市 南砺市 ★ ◆ Ｂ

　合掌造り家屋での宿泊が可能な「五箇山合掌の里」を拠点に、通年に渡って魅力ある宿
泊・体験を提供する体制を整備し、通過型から滞在型へと転換を図るため、令和2年度に
採択されたソフト事業と連動させコンテンツ造成を行い、アフターコロナに備えるとして農業
体験やトレッキングなどの体験プログラムの整備が進んだのは大きな成果である。目標に
対し実績が下回っている点については、新たに整備した宿泊施設は1棟貸しスタイルであ
り、コロナ禍において感染を回避するニーズの高まりを背景とした需要の拡大が見込まれ
ることから、良好と評価する。

大呑地域農泊推進協
議会

●
●
■

（株）大呑 ★ ◆

評価

Ｂ

令和３年度　農山漁村振興交付金（農泊推進対策）
事業実施主体　評価一覧

●農泊推進対策（農泊地域高度化促進事業を除く）

北陸 石川県 七尾市

Ｂ

農 政 局
等

都 道 府
県

市 町 村

　新型コロナウィルスの影響を受け、宿泊及び体験コンテンツの目標達成は思うようにいか
なかったが、協議会の活動実績が町内会にも高く評価され、地域の小学生の自然体験な
ども新規に行えた。引き続き地域での滞在時間を延ばす農泊推進のため農事生産法人と
強固な連携をとったＰＲ施策を行っている。ターゲットのほとんどをインバウンドを対象に取
組を進めていたため、新型コロナウイルスの影響を直接受けてしまったが、新たに国内向
けに客層を取り組む改善を図っていることから、良好と評価する。

　一昨年から猛威を振るう新型コロナウィルス等の影響を受け、飲食施設の売り上げは苦
戦を強いられている。逆に宿泊施設は一棟貸のスタイルが功を奏し、宿泊人数は順調であ
り、今年は体験アクティビティを少し展開させ、地域の魅力に触れて頂き、滞在型を定着さ
せているが、地域の売上高については、目標に対して実績が下回っているが、整備した施
設は棟貸しスタイルでありコロナ禍であっても、需要が見込めるため、良好と評価する。

北陸 新潟県 上越市

【令和元年度採択】　11件

事業実施段階
事 業 実 施 主 体 名 評価コメント



北陸 石川県 輪島市 （株）百笑の暮らし ★ ◆ Ａ

　コロナ終息後を見据え、より付加価値の高いサービスや高単価商品の造成、集客が増え
てもまわる仕組みづくりを重視している。目標達成には居たらかなったものの各数字は上
がっており、能登の里山里海の暮らしが評価され、その価値が次世代に継承されることを
目指し、里山の暮らしの豊かさを楽しむ滞在環境として「里山まるごとホテル」を実現してい
る。雇用を生み出し、若者の移住・定着につなげ、満足度等も引き続き高い状況をキープ
できていることから、優良と評価する。

北陸 石川県 志賀町
くまの地域づくり協議
会

● ●
●
■ Ｂ

　長引くコロナの影響から規模を縮小して事業を実施するものの、売上目標は達成には至
らなかった。しかし地域内外ネットワークの形成や事業プラン等の合意形成は、小規模で
はあるが着実にできてきている。そのため自走に向けた受入れ体制強化を継続的に取り組
むことができている。特に、本事業で整備した「薬草見本園」の活用による体験・食コンテン
ツを旅行プラン造成に活かし、顧客から里の保全、食や暮らしスタイル体験は好評価を得
ており、今後さらにサービス内容を磨き上げることでより集客につなげている状況ではある
が、宿泊者数については目標に対して実績が下回ったものの、これは石川県宿泊施設感
染防止対策緊急支援事業補助金の支援を受け、改修工事を行っていたため、宿泊数を伸
ばすことが出来なかったためであり、今後は需要が見込まれることから、良好と評価する。

北陸 福井県 福井市
伊自良の里・食と農推
進協議会

● ●
●
■ Ａ

　農作物や加工品の販売方法の検討、また、温泉水を活用した新たな商品開発を行い、
地域の特産品づくりを行っている。また、WEB雑誌への掲載を行うことで、地域の情報発信
を行っている。また、専門家の招へいを行い、農泊事業のブラッシュアップや料理のアドバ
イスを行うことで、農泊事業の磨き上げを行っていることから、優良と評価する。

-

越しのくに共和国協議
会

●
●
■

（一社）こしのくに里山
再生の会

★ ◆

北陸 福井県 小浜市 （株）志積 ★ ◆ Ｂ

  新型コロナウイルスの影響が大きく業界全体が厳しい状況となっている。しかし、中核法
人の㈱志積がミシュランガイド北陸２０２１に掲載されるなど、宿泊オペレーションや料理の
品質に評価を得られており、確かな手ごたえがある。より一層、良いサービスの維持や情報
発信等新たな顧客の獲得にむけて取り組みを行うこととしており、目標は達成されていない
が、厳しい状況の中、前年度より実績は良くなっており、一定の成果を上げていると認めら
れるため、良好と評価する。

北陸 福井県 福井市 Ｂ

　計画に即して、農家・漁家民宿登録の勉強会、体験プログラムの創出・ブラッシュアップ、
HPの作成、ＰＲ動画の作成、研修生の受入れ、宿泊施設の整備等に取り組んでいる。体
験売上げ高は１６５％の達成率となっており、一定の成果を上げているもの、売上高や宿泊
者数は、目標に対し実績が下回った。この一番の要因は教育旅行の民泊受入において、
5校約700名がコロナの影響によりキャンセルになったためであり、今後は、行動制限の緩
和等により需要が見込め、また、宿泊数がコロナの影響により伸び悩んでいる中で、体験
プログラムでの売り上げを伸ばしていることから、良好と評価する。



北陸 福井県 小浜市
松永地区農泊推進協
議会

● ●
●
■ Ｂ

　料理専門家の招聘による地元の野菜をふんだんに使ったヴィーガンコース料理や、野菜
収穫や農作業の体験コンテンツ、国宝・明通寺での瞑想体験などを造成している。新型コ
ロナの影響を受け、宿泊客や旅行会社からは好評を得ているが、目標に対して実績が下
回ったが、この主な要因はコロナ禍において緊急事態宣言により影響を中止したり、感染
防止対策のため宿泊部屋数の制限を行ったためである。しかし、収集したアンケートでは、
総合点が10点満点中9.1点と満足度が非常に高く、五感を整え、自分を見つめる体験に対
してリピートも付いてきており、今後は需要が見込めることから、良好と評価する。

H30 R1 R2 R3 R4 R5

北陸 新潟県 田上町
田上町農・泊連携推
進協議会

● ●
〇
□ Ａ

　新型コロナウイルスの感染拡大により、農泊事業の着手に時間を要したものの、食や農
の体験コンテンツ開発に加え、コロナ禍によって生まれた新たな旅行需要としてのドライブ
ラリー（地域の食と農の体験コンテンツ提供）の受入れや事業で開発した食のコンテンツの
販売等、農泊事業の成果が徐々に形となってきている。また、ファムトリップや動画の制作
等、各農泊事業の活動を通じ、構成員間の連携意識も強まり、更には、農業従事者を中心
に、賛同者も着実に増えつつある状況となっていることから、優良と評価する。

寺泊広域まちづくり協
議会

●
●
■
★

（株）寺泊BASE ★ ◇

北陸 新潟県 阿賀町
阿賀町農泊推進地域
協議会

● ●
〇
□ Ａ

新型コロナの影響により専門家を招聘する活動は自粛となった。しかし1年目に定めた協
議会のコンセプトに則り新たな観光コンテンツの開発は実施することができている。3年目
は情報発信およびPRを積極的に行い集客に繋げることとしており、優良と評価する。

五箇山合掌の里活性
化協議会

●
●
■
★

南砺市 ★ ◇

評価

Ｂ

都 道 府
県

市 町 村

北陸 富山県 南砺市

新潟県北陸 長岡市 Ｂ

  新しい客層を取り込んだ滞在型観光を実現するため、先進事例視察や体験の実施、地
域住民を巻き込んだイベント実施、専門家を招聘した研修会を実施した。地域協議会内で
連携し、アイデアを創出していくことで、地域一体となって、地域資源を活用した体験と食
の開発浸透を進めるため、地域全体のブランディングとプロモーションを行っている。施設
整備の運営開始が遅れたため、目標に対して実績が下回ったものの、整備した施設は1棟
貸しタイプであり、今後、コロナ禍において密を避けた取組が可能と見込まれるため、良好
と評価する。

評価コメント事 業 実 施 主 体 名
事業実施段階

　 ２年目事業もコロナ禍の状況ではあるが、事業はほぼ計画どおりに実施できている。特
に農業体験やトレッキングなどの体験プログラムの整備が進んだのは大きな成果である。
計画時点ではコロナ禍の影響が少ないという想定での目標値だったが、数値的にはコロナ
禍の影響により、目標に対し実績が下回っているものの、整備した施設は1棟貸しスタイル
であり、コロナ禍においても需要が見込めるため、良好と評価する。

【令和２年度採択】　９件

農 政 局
等



北陸 富山県 南砺市 太美農泊推進協議会 ●
●
■ Ａ

 山ブドウやトマトの収穫体験、古民家を活用した体験プログラムの開発や大手旅行会社の
ファムトリップによるツアー化に向けた課題検討、また、農産物を活用した新郷土料理開発
を実施している。畑でキャンプ等イベント開催、モニターツアーを実施。料理講習会を実施
し、PRツールは漫画活用パンフを作成して市内を中心に配布している。情報発信に関して
はSNSを活用し、HP作成の準備をし。コロナ感染拡大でできなかった先進地視察以外は事
業計画は100％達成していることから、優良と評価する。

北陸 富山県 射水市
射水市海街活性化推
進協議会

●
●
■
▽

△ Ｃ

  既存の観光コンテンツ（「日本のベニス」の町並み散策、着物体験）に、今も受け継がれる
漁師の息吹を加えることで、新たな体験型農泊モデルの創出を図り、既存の農泊施設や
観光コンテンツとの連携により、街全体を一つとして滞在できる環境整備を行っているもの
の、目標に対して実績が大幅に下回っているため、低調と評価する。

北陸 石川県 小松市
伝泊小松大杉・日用
地域協議会

●
●
■ Ｂ

  地域の農林水産組織、食事を提供する飲食店、地域で個人で活動している方々を含む
協議会の会合を通じて、地域が既に持っている魅力を再認識、観光のために磨き上げるこ
とに集中的に取り組んでいる。また、それらの魅力を組み合わせることで長期滞在したくな
るような体験プログラムを整備し、通過型観光から滞在型観光への転換を目指すとしてい
る。また、政府の緊急事態宣言を踏まえ営業を中止した。農泊の本格始動はR3年６月から
行ったことが影響し、地域の売上高が目標を下回ったが、徐々に体験可能なプログラムを
増強していく方針をとっていることから、良好と評価する。

北陸 石川県 穴水町
能登あなみず農泊推
進協議会

●
▼

●
■
▲

Ａ

  体験プログラム、食事メニュー、映像コンテンツの開発については、予定通りの成果をあ
げることができ、内容的にも非常に充実したものとなった。宿泊数の目標については、新型
コロナの影響で軒並み減少していた過年度実績から、コロナ対策、プロモーション等の成
果により回復が図られ目標を達成するに至るとともに、交付金事業の成果を持続する体制
が整ったことから、優良と評価する。

北陸 福井県 若狭町
伝統漁法による三方
湖の活性化推進協議
会

● ●
〇
□ Ａ

 湖魚を活用したフナバーガーの開発や、伝統漁法「たたき網漁」の体験プログラムの開発
と提供等、計画していた活動と目標としていた数値にはおおむね到達している。三方湖で
の伝統漁法を核に、新たな食事や体験プログラムを提供することで、漁業者のみならず、
飲食店、宿泊施設等、本地域の観光振興につなげる取組を行っていることから、優良と評
価する。



H30 R1 R2 R3 R4 R5

北陸 新潟県 三条市
三条市農泊推進協議
会

●
▽

〇
□
△

Ｃ

　農泊施策を磨き上げるために、当該地区および近隣の先行事例を調査した。また、フェノ
ロジーカレンダーの手法を用いて、個別に行っていた体験メニューの相互補完及び連携を
可能にする道筋を立て、年間を通し利用可能な季節プログラムの造成を行っている。しか
し、当該地区は令和3年度追加公募採択地区であり、事業実施期間が限られたことも一因
となり、取組は行われたが観光客の受入までには至らなかった。結果、目標に対して実績
が大きく下回ったことから、低調と評価する。

北陸 新潟県 柏崎市
荻ノ島農泊推進協議
会

●
〇
□ Ｂ

　農泊運営方法や料理＆体験コンテンツ開発、プロモーション等の検討、PR活動及び人
材活用による研修生の受入に取り組み、概ね初期の成果を得ている。長年の懸案であっ
た課題が農泊のビジネス化の目標に沿って今後の活動における確かな土台となっている。
R3.12月に合同会社 荻ノ島ふるさと村組合設立を目指しており、良好と評価する。

矢田町スローツーリズ
ム推進協議会

●
〇
□

（株）じろざみ ★ ◇

北陸 石川県 七尾市 中島地域づくり協議会 ●
〇
□ Ｂ

　事業運営について、各コンテンツの専門家の招致や研修生の実践的な研修などにより
関係者の宿泊や体験プログラムに関する知識やスキルの向上を得る事が出来ている。ま
た、モニターツアーを行った事により、ゲスト目線の感想など良いデータを得てブラッシュ
アップを行い、高いクオリティの体験コンテンツ作成に取り組めていることから、良好と評価
する。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　ソフト事業　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハード事業 ☆・・交付対象年度（計画）　★・・交付対象年度（実施済）　◇・・目標年度（計画）　◆・・目標年度（実施済）

（注２）　「評価」の区分：　　Ａ･･優良、Ｂ･･良好、Ｃ･･低調

評価

【令和３年度採択】　４件

評価コメント
農 政 局

等
都 道 府

県
市 町 村 事 業 実 施 主 体 名

北陸 石川県 七尾市 Ｂ

　宿泊施設を整備することでそこを観光の拠点とし、周囲の飲食店等はもちろん、地域の
農業的な技術保有者を体験プランの講師として迎えることで、宿泊施設にとどまらず地域
全体の活性化につなげる取組をおこなっている。
　ハード事業に関しては施設内部の予想以上の老朽化が工事途中で発覚し、R4年度に繰
り越しを行い施設を整備している。工事の遅れなどもあり地域の売り上げが見込めなかった
が、ソフト事業は計画されていた項目をすべて実施できており、良好と評価する。

事業実施段階



（別紙１）

H30 R1 R2 R3 R4 R5

北陸 新潟県 魚沼市
魚沼ゆのたに農泊推
進協議会

● ●
■ Ｂ

　インバウンドはコロナ禍の影響により実績は壊滅的な状態であったが、インバウンド受
入に向けて、指さしマニュアルの作成、多言語対応リーフレットに関する研修会の開催、
食メニューの開発を進め、協議会として活動を行っていることから、良好と評価する。

H30 R1 R2 R3 R4 R5

北陸 石川県 七尾市
崎山半島渚泊推進協
議会

● 〇
□

〇
□ Ｂ

　計画していた体験プログラムのリーフレットやホームページの外国語対応を完了した。
留学生による当協議会のコンテンツ精査は、外国語に対応したホームページや映像資
料を用いて外国人等による検証及び有識者による検証結果の分析、取りまとめを実施し
ていることから、良好と評価する。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ･･優良、Ｂ･･良好、Ｃ･･低調
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令和３年度　農山漁村振興交付金（農泊推進対策）
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●農泊推進対策（農泊地域高度化促進事業）　２件
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